
ト
マ
ト
黄お

う

化か

葉は

巻ま
き

病
耐
病
性
を
も
ち

黄お
う

変へ
ん

果か

の
発
生
が
少
な
い
高
糖
度
中
玉
ト
マ
ト
！

「
T
Y
フ
ル
テ
ィ
カ
S
C
」

中玉トマト

New

　
中
玉
ト
マ
ト
は
近
年
、
糖
度
の
高
さ
や
食

味
の
よ
さ
か
ら
安
定
し
た
需
要
が
見
込
ま
れ
、

「
フ
ル
テ
ィ
カ
」は
そ
の
代
表
的
な
品
種
と
し

て
高
い
人
気
を
誇
り
、
家
庭
菜
園
か
ら
業
務

用
ま
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
近
年
の
気
温
上
昇
に
伴
い
施
設
園
芸
で

は
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発
生
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
被

害
が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ト
マ
ト
栽

培
に
お
け
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
フ
ル
テ
ィ
カ
」は
、
濃
厚
な
甘
み
と
酸
味

の
バ
ラ
ン
ス
に
す
ぐ
れ
た
良

食
味
品
種
と
し
て
長
年
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ト
マ

ト
黄
化
葉
巻
病
に
対
す
る
耐

病
性
を
も
た
な
い
た
め
、
発

病
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
で
は

栽
培
が
難
し
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高

温
期
に
は
果
実
の
ヘ
タ
の
周

り
が
黄
化
す
る
黄
変
果
が
発

生
し
、
外
観
品
質
の
低
下
や
、
そ
れ
に
伴
う

廃
棄
率
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
開
発
さ
れ
た
の

が
、
新
品
種「
T
Y
フ
ル
テ
ィ
カ
S
C
」で
す
。

本
品
種
は
、
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
に
対
す
る

耐
病
性
を
備
え
、
こ
れ
ま
で「
フ
ル
テ
ィ
カ
」

の
栽
培
が
難
し
か
っ
た
地
域
で
も
安
定
し
た

生
産
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
グ

リ
ー
ン
の
な
い
均
一
な
着
色
特
性
を
も
ち
、

黄
変
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
低
い
た
め
、
高

温
環
境
下
で
も
美
し
い
果
実
品
質
を
維
持
で

き
ま
す
。

　
さ
ら
に「
T
Y
フ
ル
テ
ィ
カ
S
C
」は
、
草

勢
が
安
定
し
や
す
く
裂
果
が
少
な
く
果
実
の

そ
ろ
い
も
よ
い
た
め
、
長
期
栽
培
に
も
適
し

て
お
り
、
作
り
や
す
い
品
種
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
従
来
の「
フ
ル
テ
ィ
カ
」と
同
様
に
、
食

味
の
よ
さ
も
健
在
で
す
。
気
候
変
動
に
対
応

し
な
が
ら
、
品
質
と
収
量
の
両
立
を
実
現
す

る「
T
Y
フ
ル
テ
ィ
カ
S
C
」。
ぜ
ひ
皆
様
の

圃ほ

場
で
そ
の
実
力
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

ポイント
フルティカに並ぶすぐれ
た食味
トマト黄化葉巻病耐病性

黄変果の発生が少ない

農
林
水
産
省
品
種
登
録
出
願
中（
品
種
名
：
Ｔ
Ｔ
Ｍ
１
９
４
）　
海
外
持
出
禁
止（
公
示（
農
水
省
Ｈ
Ｐ
）参
照
）

栽 培 型

ハウス
越　冬
促　成

夏　秋
雨よけ

ハウス抑制

タ
キ
イ
研
究
農
場
　
浦
霜
　
聡
一

耐病性 Tm-2a.Ty-3a.J3.Cf9.LS.N
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定
植
初
期
は
根
の
活
着
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
よ
う
、
適
度
な
潅
水
と
地
温
管
理
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
低
温
期
は
根
の
伸

長
が
鈍
る
た
め
、
地
温
確
保
と
過
湿
回
避
に

留
意
し
、
初
期
生
育
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が

収
量
確
保
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　
植
物
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
が
不
足
す

る
と
新
葉
の
奇
形
や
生
長
点
の
異
常
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
本
品
種
は
比
較
的
カ

ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
敏
感
な
品
種
で
す
。
特
に

高
温
・
乾
燥
条
件
下
や
土
壌
チ
ッ
ソ
が
過
剰

の
場
合
、
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
が
不
安
定
に
な

る
た
め
、
こ
ま
め
な
潅
水
、
石
灰
資
材
の
施

用
や
葉
面
散
布
な
ど
で
カ
ル
シ
ウ
ム
供
給
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
草
勢
は
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
過

繁
茂
に
な
る
と
果
実
の
着
色
不
良
や
病
害
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
逆
に
草
勢
が
低
下

す
る
と
花
数
減
少
や
肥
大
不
良
な
ど
で
減
収

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
摘
葉
や
整
枝
、
追
肥

を
適
切
に
行
う
こ
と
で
、
品
質
の
向
上
と
病

害
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
高
温
期
は
水
分
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
裂
果
や

品
質
低
下
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
果
実
肥
大
期
に
は
潅
水
量
と
タ
イ
ミ
ン
グ

を
慎
重
に
調
整
し
、
過
湿
・
乾
燥
の
ど
ち
ら

に
も
偏
ら
な
い
よ
う
、
根
の
健
全
な
発
達
を

促
す
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の
耐
病
性
は
備
え
て

い
ま
す
が
、
害
虫
の
防
除
を
怠
る
と
食
害
や

他
の
ウ
イ
ル
ス
被
害
の
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま

す
。
防
虫
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
定
植
初
期
か
ら

の
防
除
資
材
の
適
切
な
使
用
に
よ
り
、
害
虫

密
度
を
常
に
低
く
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
低
温
期
や
高
温
期
は
着
果
が
不
安
定
に
な

り
や
す
く
、
確
実
な
着
果
を
促
す
た
め
に
は
、

ホ
ル
モ
ン
処
理（
ト
マ
ト
ト
ー
ン
な
ど
）を
適

切
な
時
期
・
濃
度
で
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
な
ど
の
訪
花
昆
虫
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
自
然
受
粉
を
助
け
、
着

果
率
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
導
入
時
は

ハ
チ
の
活
動
環
境（
温
度・湿
度・農
薬
影
響
）

に
も
配
慮
し
、
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

２
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
注
意

３
草
勢
管
理
を
て
い
ね
い
に

４
高
温
期
の
水
管
理
に
注
意

5
病
害
虫
の
初
期
防
除
を
徹
底

6
低
温
期
・
高
温
期
の
着
果
処
理
に
注
意

１
定
植
時
の
活
着
管
理
に
注
意

品種特性

栽培ポイント

「TYフルティカSC」栽培メモ
肥料の目安
（10ａ当たり） チッソ成分量で５㎏／10ａ

定植基準
（株／10ａ、
畝幅、
条間、
株間など）

2000株／10a

畝幅1.8ｍ

条数２

株間40～45㎝

温度管理の
目安

●どの作型でも栽培可能だが、冬越し作
型の場合の最低温度の設定目標を12℃
以上とする。

栽培
ポイント

●土壌の過乾燥、過湿による根の活性低
下や土壌のチッソ過多などでカルシウ
ム欠乏による芯止まりが発生しやすい。
●土壌を適湿に保ち、カルシウムを含む
微量養分の葉面散布などで対応する。

「フルティカ」「TYフルティカSC」の比較

「TYフルティカSC」はショルダーグリーンがなく、ヘタ
周りも均一に色づきやすい。

草勢が安定し、
　長期栽培にも対応
　草勢が初期から後半まで安定し
ており、長期収穫や抑制栽培にも
適応。管理しやすく作りやすい品
種です。

幅広い地域・作型
　での栽培が可能
　耐病性と耐黄変性を備えている
ため、これまで「フルティカ」の栽
培が難しかった地域でも導入可能。
幅広い作型に対応します。

裂果が少なく、
　果実のそろいがよい
　果実のサイズや形状が均一で、
裂果の発生も少ないため、収穫・
選果作業の効率化が期待できます。

フルティカに並ぶすぐれた食味
　「フルティカ」譲りの濃い甘みとほど
よい酸味が調和した食味。消費者の嗜
好に応える高品質な中玉トマトです。
直売所や高級市場にも対応できる食味
です。

黄変果の発生が少ない
　高温環境下でもヘタ周りが黄化
しにくく、夏季の高温期でも美し
い外観を維持。果実品質が安定し、
商品価値の向上とロス率低下につ
ながります。

トマト黄化葉巻病耐病性
　トマト黄化葉巻病に対する耐病性を
備えており、コナジラミの多発地域や
発病リスクの高い地域でも安定した栽
培が可能です。

●「TYフルティカSC」●「フルティカ」
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